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会社概要

社 名 暁飯島工業株式会社

設 立 1953年9月16日

事 業 拠 点 本 社 茨城県水戸市千波町2770番地の5

東京支店/つくば支店

資 本 金 1,408,600,000円

株 式 東京証券取引所スタンダード

証 券 コ ー ド ＜1997＞

決 算 月 ８月

代 表 者 代表取締役社長 植田 俊二

従 業 員 数 159名（2025年9月）

ウェブサイト https://www.eazima.co.jp/
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社是・シンボルマーク・沿革

社是

健全なる企業活動を通じ

誠意を以って 社会に貢献する

沿革

設立70年を超え、100年企業を目指して邁進します。

1953年9月

株式会社飯島商会設立

1965年9月

飯島設備工業株式会社

に商号変更

1985年11月

飯島工業株式会社

に商号変更

1994年4月

JASDAQ市場に上場

1999年8月

ISO 9001

認証取得

2001年9月

暁飯島工業株式会社に商号変更

（連結子会社暁建設工業株式会社と合併）

シンボルマーク

ひとにやさしい、

地球にやさしい。

その先へ

2014年11月

太陽光発電事業開始

2022年4月

スタンダード市場

に移行
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３つの事業分野と特徴

茨城県を中心とした空調・衛生設備工事のトップランナー

快適な

『ビル空間』

の提供

建築設備事業

様々な条件・用途に沿った建物に対

する空調・衛生設備の設計及び施工。

対象は、事務所・医療・スポーツ施

設、研究施設など

リニューアル事業

既存建物の非効率な設備を、最新設

備・省エネ設備へと刷新し、省エネ、

低炭素な建物へと転換

ビルケア事業

高度なスペシャリストとサービス体

制による定期検査、メンテナンス、

設備運転管理により、常に安心感の

あるビル空間を提供

46%

35%

19%

売上構成

ビルケア事業

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事業

建

築
設
備
事
業
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建築設備事業

⚫ 管理・メンテナンス、リニュ

ーアルまでを見据えた長期的

な目線で、設計・施工サービ

スを提供

⚫ 茨城県内総合設備工事会社の

トップランナーを自負し、事

務所・医療・スポーツ施設、

美術館、その他施設等様々な

条件・用途に沿った設備工事

に対応可能な体制を構築

水戸市庁舎

© ｢ 川 澄 ・ 小 林 研 二 写 真 事 務 所 ｣

龍ケ崎市学校給食センター

水戸市民会館 アパホテル国会議事堂前



人にやさしい、地球にやさしい。

6

リニューアル事業

一定速エアコン → 高効率（高COP）エアコン

省エネ改修工事

⚫ リニューアル事業では、省エネルギー化、

低炭素化に向けた工事に注力

⚫ 設備刷新による機能性や快適性の向上と、

環境負荷の軽減を両立するとともに、中

長期的な設備のランニングコストの低下

を実現する

改修後改修前

冷却塔 → 空冷チラーユニット

改修前

改修前
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ビルケア事業

⚫ 設備の管理・メンテナンスは、機械や電気など、多様な専門性を持つ技術者により実施

⚫ 一部の施設では24時間体制での管理・メンテナンス体制を構築

空調機制御盤点検の写真

空調機制御盤点検 水戸芸術館（集中制御）

加圧給水ポンプ点検
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強みと特徴

誠意をもって

頼られる存在
「ヒト」「モノ」「社会」

が存在する空間に、常に最

適な環境を提供する専門家

として、お客様から「頼ら

れる存在」としてあり続け

ること

最適なソリュー

ションを提供
お客様に適切なタイミング

でリニューアル提案を実施

し、状況に応じて最適なソ

リューションを提供する価

値

エリアでトップ

の実績と技術
水戸・つくば・東京の３拠

点を基盤とし、茨城、東京

を中心に事業を展開。茨城

県では、実績・技術力とも

に設備工事のトップを走る

ビル空間のスペシャリストとして
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長期業績推移

建設市場の縮小に対応し利益を生む事業へと体質を転換

各年8月期
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受注工事高の状況

技術者の不足、建設コスト上昇で受注競争激化も前年比上回る

⚫ 官公庁・民間ともに設備投資

額は一定の水準を維持するも、

需要の急激な変動に伴うサプ

ライチェーンの混乱等による

工期延長傾向が見受けられる

ため投資動向を注視

⚫ 慢性的な技術労働者の不足と

建設コスト上昇により受注競

争は激化

⚫ 設備工事の施工管理や保守管

理において、リニューアル・

メンテナンス分野の企画提案

力、技術競争力及び価格競争

力を強化して対応
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2025年8月期 財務ハイライト

売上高及び工事利益率上昇に伴い前期比及び計画比ともに上回る

百万円
2024/8

2025/8
計画値

2025/8 前期比 計画比

売上高 8,825 8,800 9,135 3.5% 3.8%

営業利益 751 1,000 1,126 50.0% 12.6%

- 営業利益率 8.5% 11.3% 12.3% 3.8P +1.0P

経常利益 783 1,030 1,160 48.2% 12.6%

当期純利益 559 700 796 42.4% 13.7%

1株当たり
当期純利益

275.74 346.07 393.90 42.8% 13.8%

自己資本利益率 8.5% 8.0% 11.1% 2.6P +3.1P

1株当たり配当金 75円 90円 110円 35円 +20円

⚫ 2025年8月期は、売上高

及び工事利益率ともに

増加し、営業利益、経

常利益及び当期純利益

が上回る結果
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事業セグメント・エリア別売上高の推移

前期の手持工事高が増加したことから一定の期間にわたり

収益認識する完成工事高が増加

百万円 2023/8 2024/8 2025/8 前期比

事業セグメント別売上高

建築設備事業 3,745 4,904 3,929 -19.8%

リニューアル事業 1,432 2,299 3,226 40.3%

ビルケア事業 1,326 1,434 1,788 24.6%

太陽光発電事業他 134 188 190 1.1%

エリア別売上高

水戸エリア 3,940 5,094 5,675 11.4%

つくばエリア 1,144 1,918 1,650 -13.9%

東京エリア 1,553 1,813 1,809 -0.2%

売上高 合計 6,637 8,825 9,135 3.5%

⚫ セグメント別売上高及びエリア

別売上高共に前期比より増加

⚫ 戦略エリアのつくば及び東京エ

リアは共に前期比より減少

• つくばエリアは、つくば市を中心とした茨城

県南及びその隣接地域。水戸エリアはつくば

エリア以外の茨城県、東京エリアは東京都等、

茨城県以外の関東圏を含む
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事業セグメント・エリア別売上高利益率の推移

受注時採算性の強化、原価管理及び施工管理の徹底により

利益率の向上
2023/8 2024/8 2025/8 前期比

事業セグメント別売上高利益率

建築設備事業 13.5％ 14.7％ 17.6％ +2.9P

リニューアル事業 16.8％ 17.1％ 22.1％ +5.0P

ビルケア事業 17.6％ 16.5％ 19.8％ +3.3P

太陽光発電事業他 43.6％ 31.4％ 39.9％ +8.5P

エリア別売上高利益率

水戸エリア 17.3％ 17.4％ 19.9％ +2.5P

つくばエリア 13.6％ 16.5％ 20.4％ +3.9P

東京エリア 13.1％ 11.1％ 20.6％ +9.5P

売上高利益率 15.6％ 16.0％ 20.1％ +4.1P

⚫ セグメント別売上高及びエリア

別売上高共に前期比より利益率

向上

⚫ 戦略エリアのつくば及び東京エ

リアは共に前期比より大幅に利

益率向上

• つくばエリアは、つくば市を中心とした茨城

県南及びその隣接地域。水戸エリアはつくば

エリア以外の茨城県、東京エリアは東京都等、

茨城県以外の関東圏を含む
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利益の増減要因

受注時採算性の強化等により工事利益率が上昇

百万円 2024/8 2025/8 前期比

完成工事高 8,637 8,944 3.6%

完成工事総利益 1,351 1,761 30.3%

- 完成工事総利益率 15.7% 19.6% 3.9P

太陽光発電事業他売上高 187 190 1.6%

太陽光発電事業他売上総利益 58 76 29.2%

売上高 計 8,825 9,135 3.5%

売上総利益 計 1,410 1,837 30.2%

- 売上総利益率 16.0% 20.1% 4.1P

販管費 659 710 7.7%

- 販管費率 7.5% 7.7% 0.2P

営業利益 751 1,126 50.0%

- 営業利益率 8.5% 12.3% 3.8P

⚫ 工事利益率の向上に向けた受

注時採算性の強化や原価及び

施工管理の徹底を図り、工事

利益率上昇
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資産・負債の状況

流動資産・固定資産ともに前期比増加も財務安定性は概ね安定
百万円 2024/8 2025/8 前期比

自己資本比率 66.1% 68.9% 2.8P

有利子負債残高 620 587 △33

有利子負債自己資本倍率 0.09倍 0.07倍 △0.02

流動資産 6,974 7,209 235

現金預金 5,042 5,609 566

売上債権 1,300 1,241 △59

固定資産 3,335 3,761 426

資産合計 10,310 10,971 661

流動負債 2,962 2,899 △63

仕入債務 1,469 1,402 △67

固定負債 536 518 △18

純資産合計 6,810 7,554 743

⚫ 完成工事未収入金の減少によ

り売上債権の減少

⚫ 借入金の返済により固定負債

の減少
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2026年8月期の業績見込み・株主還元

百万円 2025/8
2026/8
計画

前期比

売上高 9,135 9,300 1.8%

営業利益 1,126 1,000 △11.1%

営業利益率 12.3% 10.7% △1.6%

経常利益 1,160 1,030 △11.2%

当期純利益 796 700 △12.0%

自己資本利益率 11.1% 10.0% △1.1P

⚫ 設備投資の中止や延期及び工期延長等により、受注

競争の更なる激化や工事利益率の低下が予想される

⚫ コスト面でも、技術労働者不足や資源価格高騰や需
給バランス悪化等による建設コストの上昇は今後も
継続し、工事利益の圧迫要因と予想

⚫ 第Ⅱ期中期経営計画で掲げた施策の着実な実行

2026年8月期 業績予想 株主還元の基本方針
⚫ 株主に対する利益還元を最重要政策の一つとし

て位置付け、将来の経営環境への対応や厳しい

競争に勝ち抜くため、財務面での健全性を維持

しつつ利益水準に勘案した成果の配分を行うこ

と

⚫ 自己株式の取得について業績の動向などを総合

的に勘案し、機動的に実施

2024/8 2025/8
2026/8
計画

1株当たり
利益 (円)

275.74 393.90 346.18

1株当たり
配当金 (円)

75.00
(特別配当25円

含む)

110.00
(特別配当45円

含む)

95.00

配当性向 27.2% 27.9% 27.4%

総配分性向 30.2% 27.9% 27.4%
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2030年に向けた長期ビジョン

3 ビル空間事業サイクルの拡張

新規領域への進出

次の成長

基盤づくり 4

5 資本市場の期待に応える企業価値の向上

持続可能な社会への貢献

魅力ある

企業へ 6

1 確固なビル空間事業サイクルの実現

つくば、東京エリアの強化

確固たる

地位の確立 2

2030年度 売上高100億、100年続く企業を目指す

目指す姿を実現する重点戦略

A 社内業務改革

ビル空間事業サイクル強化B

C トータルエンジニアリング集団に向けた人材育成

BIM・ZEB等を活かした提案＋新規領域D

◼ 空間のスペシャリストとして誠意をもってお客様と接し､｢頼られる存在｣になることで選ば

れ続けるトップランナー

◼ きれいな水と空気を次世代に繋ぎ、持続可能な社会の実現に挑戦するトータルエンジニアリ

ング集団

◼ 社員の幸せと地域の繁栄を追求し、成長し続ける会社

E サステナビリティへの取り組み
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10年後のビジョン実現へのステップの基本方針

2020年から3期間に分け、ビジョンを段階的に実現していく

 選ばれるトータルエンジニアリング集

団への変革に向けた第Ⅰ期として、新

たな事業基盤、経営基盤を構築する

» 強固なビル空間事業サイクル実現

への基盤構築

» 空間のスペシャリストの育成と人

材確保、及び社員の幸福の追求

» 資本市場との対話促進

第Ⅰ期

「変革の基盤構築」
（2021～23年度）

第Ⅱ期

「新たなAE

の躍進」
2024～26年度

第Ⅲ期

「次期成長

モデルへ

の準備」
2027～30年度

 変革された基盤を土台とし

た、トータルエンジニアリ

ング集団としての躍進

 ビル空間事業サイクルの拡

張による新たなAEの成長モ

デル創出

 空間のスペシャリストとして、選ばれ

るトータルエンジニアリング集団へ

 持続可能な社会に貢献する次期成長モ

デルへの始動
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第Ⅱ期の基本方針と課題

空間のスペシャリストとして選ばれ続けるため、新たなステージへ挑戦する

▊ 第Ⅰ期の事業基盤構築に向けた施策を継承し、強固なビル空間事業サイクルによる高収益体質への挑戦

▊ 空間のスペシャリストとして、人材を確保・育成し、社員が誇りと幸せを実感できる職場づくり

▊ サステナビリティの取り組みを重要な経営課題と位置づけ、解決に向けて取り組むことで、持続可能な地

域社会の実現に貢献し、企業価値の向上に努める

▊ 持続的成長を可能とするコーポレート・ガバナンス体制の整備

第Ⅱ期

基本方針

目指す姿を実現する重点戦略

トータルエンジニアリング集団

に向けた人材育成

①技術の伝承 ③資格取得支援

②社内外研修

C

B I M・ Z E B等を活かした

提案＋新規領域

①省エネ・環境提案

②BIM・ZEB提案   

③ベンチャー企業投資

④新規領域

サステナビリティへの取り組み

①環境  ⑥情報セキュリティ

②地域貢献  ⑦ガバナンス

③多様性・人権・調達

④労働安全性

⑤人材育成

社内業務改革

ビル空間事業サイクル強化

A

①業務標準化による効率化

②IT推進

①品質 ⑤戦略エリア

②受注強化 ⑥リニューアル

③顧客提案 ⑦保守点検

④コスト改善

B D

E
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強固なビル空間事業サイクルの実現

⚫ ビル空間情報をプラットフォームとして、シームレスなビル空間事業サイクルを実現

⚫ プラットフォーム上のデータ活用を高度化し、サイクルを強化・拡張していく

空間のスペシャリストとして、選ばれるトータルエンジニアリング集団

ITによる

徹底した省力化

顧客への能動的な

アプローチと

差別化

次のAEを

創る教育投資

業務標準化によ

る効率化と

集中化

現場
情報

顧客
情報

工事
情報

ビル空間情報

プラットフォーム

 データの高度活用



高
度
化
し

た
ビ
ル
ケア

サ
ブスクモデル



省
エ
ネ
・
脱
炭
素
の
総
合
提

案



建築設
備

事
業

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事

業

ビルケア事
業
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資本政策・配当政策

本業である設備工事業の利益成長により営業キャッシュ・フローを創出し、基盤事業へ

の投資（設備投資・業務効率化・人材育成や採用強化など）を行い資本コストを上回る

リターンへ

資本コスト＜自己資本利益率

2024年8月期～2026年8月期 累計額

・投資有価証券の売却

・保有資産縮減等

営業CF

6億～8億

保有資産

最適化

IT効率化投資

人的投資

8～10億

株主還元

財務体質

強化

・設備投資

・労働生産性向上

・業務効率化

・人的投資

（採用強化や教育投資等）

・有利子負債の返済など

・売上高営業利益率：10％

・安定的・継続的な配当

・配当性向⇒20～35％ 

・当期純利益が計画値を超えた場合に増配

・自己株式取得⇒状況に応じて機動的対応
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IRに関するお問い合わせ先

暁飯島工業 管理統括部

〒310-0851 茨城県水戸市千波町2770番地の5

TEL : 029-244-5111  /  E-Mail : info@eazima.co.jp
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